



西山　聖夏 *† , 羽毛　瑞希 **† , 塚崎　恵子 ***‡ , 木村　莉穂 **** , 杉原　啓美 ***** , 
林　　優里 ****** , 宮崎由梨奈 ******* , 横川　菜摘 ******** , 京田　　薫 *** , 板谷　智也 ***

















は約 4 割、家具の固定は約 3 割で 3）、一般家庭に比較し 4）
災害への備えが不十分であることが指摘されている。ま
た、平成 10 年の郡山水害時、要介護高齢者の避難率は







































充実感は各 4 項目から構成され、1 項目は 0 点から 4 点
で調査した。　
KEY WORDS










いて、χ² 検定、Fisher 直接確率検定、t 検定を用いて分














平均年齢 63.0 歳、女性 80.0%、要介護者の配偶者が
46.0% であった（表 1）。要介護者の平均年齢 83.0 歳、女
性 54.0%、要介護度 1・2 の者は 72.0% であった。屋外の
移動状況は見守り・要介助者が 88.0% で （表 1）、補助具
使用者が 34 名（68.0%）、車いす使用者が 22 名（44.0%）
と多かった（複数回答）。介護内容は、服薬管理 42 名
（84.0%）、移動 35 名（70.0%）、更衣 23 名（46.0%）が多
かった（複数回答）。束縛感の平均値は 6.5 点、孤立感は







知っている者は 40.0% であった（表 1）。被災経験者は
いなかった。備えの必要性を認識している者は 94.0% で




























を希望する者は 41% であった 10）。また、避難勧告発令













が避難しない者より高かった 6）。また、要介護度 1 ～ 3
で避難する者は 62.6%、要介護度 4･5 では避難しない者
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